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紹介する内容

１．荒砥沢地すべりを考える

２．防災教育の意義

～既往の土砂災害からの住民の避難事例から～

３．防災教育の実践事例

４．今後の荒砥沢地すべりへの適用の参考事例

①十勝岳火山泥流対策の事例

②地すべりと共生する試み

③地すべり地の生態系の多様性

④崩壊地の緑の復元過程



荒砥沢地すべり

全長約１．３ｋｍ

幅約０．９ｋｍ

最大深さ150m以上

土砂量約7，000万m3



荒砥沢地すべりの滑落崖から望む



荒砥沢地すべり地滑落崖

溶結凝灰岩

軽石凝灰岩

砂岩・泥岩



東北地方は地震による山地災害が頻発してきた



地すべり地形の発達過程（想定）

「地すべり技術」掲載号：Vol.28,No.3(2002年，

 通巻84号)

東北の巨大地すべりの解明へ



東北の巨大地すべりの解明へ


